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栢泉 鉦治

世
界
的
に
異
常
気
象
が
進
み
予
期

せ
ぬ
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
国
内
に
於
い
て
も
各
地
で
想
定

外
の
災
害
に
合
わ
れ
た
方
々
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
３
日
に
は
念
願
の

法
人
化
と
成
り
、
同
年
８
月
に
は
第

１
回
の
定
期
社
員
（
会
員
）
総
会
を

開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
号
の
冒
頭
で
、
改
め
て
東
昭
自

治
会
誕
生
か
ら
の
歴
史
を
皆
さ
ん
と

共
に
振
り
返
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

東
昭
観
光
（
株
）
が
昭
和
49
年
10

月
24
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
民
事
８

部
に
会
社
更
生
法
を
申
請
し
、
事
実

上
倒
産
。
同
地
裁
か
ら
派
遣
さ
れ
た

更
生
管
財
人
が
『
更
生
会
社
に
は
各

分
譲
地
の
水
道
維
持
、
道
路
の
保
全

そ
の
他
、
共
益
施
設
管
理
業
務
に
つ

い
て
人
的
に
も
財
政
的
に
も
能
力
が

無
い
、
受
益
者
負
担
で
保
全
管
理
さ

れ
た
い
』
と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。

管
財
人
の
意
向
を
受
け
、
昭
和
50
年

６
月
29
日
、
池
袋
東
京
会
館
で
自
治

会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
69
名
、
浜
野
初
代
会
長
以
下

理
事
・
監
査
役
を
選
任
し
会
則
・
管

理
規
定
が
採
決
さ
れ
、
事
務
局
体
制

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
設
立
総

会
の
議
事
録
・
役
員
名
簿
・
会
則
・

管
理
規
定
を
管
財
人
に
提
出
し
、

管
財
人
が
東
京
地
裁
の
許
可
を
得

て
”東
昭
自
治
会
“
が
誕
生
し
、
東

昭
観
光
（
株
）
分
譲
地
の
共
益
施
設

等
を
全
体
的
に
管
理
す
る

自
主
保
全
の
組
織
団
体
と

し
て
承
認
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
更
に
管
財
人
と
自
治

会
長
の
協
議
に
よ
り
共
益

施
設
・
事
務
所
・
車
両
・

分
譲
地
図
・
権
利
諸
台
帳

が
無
償
貸
与
さ
れ
、
公
租

考
課
・
維
持
費
・
修
繕
費

等
の
諸
経
費
は
受
益
者
で

あ
る
自
治
会
の
負
担
と
す

る
旨
の
契
約
が
な
さ
れ
東

京
地
裁
民
事
８
部
に
申
請

し
認
可
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
時
の
理
事
会
の
方
々
は
水
道
・

道
路
等
の
所
有
権
登
記
の
た
め
、
法

人
化
へ
の
対
応
に
尽
力
さ
れ
検
討
を

重
ね
ま
し
た
が
、
具
体
策
が
纏
ま
ら

ず
断
念
、
そ
れ
か
ら
48
年
後
の
今
年
、

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
一
般
社
団
法

人
と
し
て
の
登
録
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

私
が
自
治
会
の
活
動
に
関
心
を
寄

せ
た
の
は
、
平
成
２
年
将
来
の
住
処

に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
頃

の
こ
と
で
す
。
当
時
は
バ
ブ
ル
景
気

の
最
中
、
東
京
周
辺
の
土
地
価
格
は

異
常
な
高
騰
を
し
て
い
る
状
況
で
し

た
。
現
役
時
代
は
埼
玉
に
住
み
、
定

年
後
は
ゆ
っ
た
り
・
の
ん
び
り
の
熟

年
生
活
に
夢
を
馳
せ
、
軽
井
沢
・
那

須
の
物
件
を
踏
査
し
た
結
果
、
那
須

高
原
が
自
然
豊
か
な
生
活
環
境
で
か

つ
都
心
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
２
時

間
ほ
ど
で
あ
り
、
選
択
す
る
条
件
に

マ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
平
成
３
年
に
念

願
の
別
荘
を
建
て
、
毎
週
通
う
別
荘

で
の
生
活
は
か
け
が
え
の
無
い
癒
し

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
近
所
の

方
々
と
の
交
流
を
踏
ま
え
住
む
分
譲

地
の
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
関

心
を
持
ち
平
成
13
年
世
話
人
総
会
に

参
加
の
意
向
を
事
務
局
に
申
し
入
れ

ま
し
た
。
当
時
の
理
事
会
は
理
事
・

役
員
を
受
け
る
方
が
い
な
い
状
況
で

し
た
。
初
参
加
し
て
い
た
５
人
が
翌

年
理
事
・
監
査
役
に
推
薦
さ
れ
当
時

永
住
者
の
私
が
会
長
に
他
３
名
が
副

会
長
、
１
名
が
監
査
役
に
急
遽
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
全
員
が
首
都
圏

在
住
で
、
仕
事
が
終
わ
る
夕
方
か
ら

日
程
調
整
を
し
て
東
京
で
役
員
会
を

開
催
す
る
状
態
で
し
た
。
議
題
と
し

て
は
資
産
運
用
・
組
織
改
革
・
業
務

改
善
を
主
題
に
検
討
し
ま
し
た
が
、

実
態
に
踏
み
込
ん
だ
活
動
は
難
し
い

状
況
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
今
年
で
21

年
、
世
話
人
総
会
か
ら
社
員
総
会
へ

の
移
行
、
資
金
運
用
の
透
明
化
、
事

務
作
業
の
電
子
化
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
、
そ
し
て
念
願
の
法
人
化
体

制
の
確
立
等
、社
員
（
会
員
）
の
方
々

の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
進
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
社
員
（
会
員
）
の
方
々
に

は
自
治
会
運
営
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
理
事
・
監
事
と
し
て
参
加

し
て
頂
け
る
体
制
を
作
り
、
互
い
が

助
け
会
う
分
譲
地
を
形
成
し
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
年
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
皆
様

に
ご
多
幸
の
年
で
あ
り
ま
す
様
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
１
期
定
期
社
員
総
会
を
成
功
裏

に
終
え
ま
し
た
。

念
願
の
一
般
社
団
法
人
化
の
歩
み
を
顧
み
て

念
願
の
一
般
社
団
法
人
化
の
歩
み
を
顧
み
て

代
表
理
事

代
表
理
事
　　
細
田
宏

細
田
宏
（
神
明
平
）

（
神
明
平
）

法
人
化
後
初
め
て
の
第
１
期
定
期
社
員
総
会
を

法
人
化
後
初
め
て
の
第
１
期
定
期
社
員
総
会
を

成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
振
込
先
口
座
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

来
年
度
か
ら
振
込
先
口
座
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

法
人
化
に
伴
い
、
２
０
２
４
年
３
月
末
日
に
、
一
部
の
銀
行
口
座
を
解
約
し
、

新
し
い
法
人
口
座
に
移
行
い
た
し
ま
す
。
現
在
使
用
し
て
い
る
一
部
の
口
座
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
古
い
払
込
取
扱
票
を
お
持
ち
の
方
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。
会
費
の
お
振
込
み
は
４
月
に
発
送
す
る
２
０
２
４

年
度
の
請
求
書
を
ご
使
用
下
さ
い
。

●
廃
止
す
る
口
座
：

　

足
利
銀
行　

黒
磯
支
店　

普
通
）

　

口
座
番
号
１
８
１
９
４

　

※
注
：
２
０
２
４
年
４
月
以
降
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
新
し
い
口
座
：

　

足
利
銀
行　

黒
磯
支
店　

普
通
）

　

口
座
番
号
５
５
４
７
０
５
８

　
●
従
来
通
り
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

０
０
３
２
０

－

９

－

０
０
０
４
４
０
０
は

　

ご
利
用
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
名
義
人
は
一
般
社
団
法
人
東
昭
自
治
会
と
な
り
ま
す
。

ご
不
明
の
場
合
に
は
事
務
局
（
☏　

０
２
８
７

－

７
４

－

６
２
８
７
）
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

す
べ
て
の
議
案
の
承
認
・
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た

す
べ
て
の
議
案
の
承
認
・
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た

今
年
度
の
社
員
総
会
は
令
和
５
年
８
月
26
日
、
那
須
塩
原
市
大
正
堂
く
ろ
い

そ
み
る
ひ
ぃ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
多
数
の
ご
出
席
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
初
め

て
の
土
曜
日
開
催
と
し
ま
し
た
。
社
員
総
数
は
管
理
規
約
第
８
条
並
び
に
第
24

条
の
規
定
に
よ
り
１
，３
０
９
名
と
な
り
ま
す
。
出
席
者
総
数
は
５
９
６
名
（
内

書
面
表
決
者
５
５
８
名
）
と
な
り
、
管
理
規
約
で
規
定
し
て
い
る
全
社
員
の
５

分
の
１
以
上
の
出
席
の
基
で
、
適
法
に
成
立
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
、
ご

出
席
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
ま
た
事
前
の
委
任
状
に
よ
る
書
面
表
決
で
、
ご
出

席
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
日
の
議
事
進
行
は
総
会
で
審
議
採
決
す
る
４
つ
の
議
案
の
説
明
に
入

る
前
に
、
発
起
人
の
細
田
を
議
長
と
し
、
副
議
長
、
議
事
録
署
名
人
の
選
出
の
後

に
各
議
案
を
個
別
上
程
、
個
別
審
議
採
決
と
す
る
旨
を
提
案
し
、
承
認
を
受
け

た
後
に
提
案
審
議
に
入
り
、
全
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
通
り
、
承
認
・

議
決
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
総
会
議
事
録
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
号

で
は
総
会
報
告
号
と
し
て
、
各
議
案
の
審
議
内
容
を
簡
単
に
、
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

黒磯神社（黒磯神社）明治 35 年、源頼朝の巻狩の原
野に鎮座した黒磯郷総鎮守。主祭神は天照皇大御神・
大己貴神・宇迦御魂神の三柱。御神徳は、家内安全、
商売繁昌、病気平癒である。
写真撮影：熊谷秀志
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主
な
質
問
・
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

Q
：
公
道
に
面
し
た
土
地
で
、
自
治
会
共
有
地
の
下
を
経
由
し
て
公
営
の
水
道
を
引
込
ん
で
建

築
中
の
建
物
が
あ
る
。
事
務
所
に
連
絡
す
る
と
、
個
人
の
所
有
地
内
で
あ
り
自
治
会
で
は

関
与
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
、
共
有
地
を
市
に
寄
付
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
管

理
規
約
の
第
4
条　

事
業
・
業
務
の
「
④
自
治
会
に
属
す
る
土
地
・
・
・
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
聞
き
た
い
。
ま
た
、
共

有
地
は
自
治
会
で
管
理
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
共
有
地
の
一
部
は
私
も
１
／
5
0
0
を
所
有
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

A
：（
細
田
議
長
）

共
有
地
の
不
動
産
登
記
を
自
治
会
で
行
う
た
め
、
我
々
の
先
輩
達
が
法
人
化
に
取
り
組
ん
だ
が
、
当
時
は
法
律
的
な
壁
が
高

く
実
現
で
き
ず
、
ま
た
権
利
関
係
が
複
雑
に
な
る
た
め
に
（
有
）
昭
友
管
財
を
設
立
し
、
道
路
用
地
の
所
有
権
と
共
に
、
昭

友
管
財
に
水
道
施
設
用
地
の
所
有
権
を
形
式
上
帰
属
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
共
有
地
は
自
分
の
も
の
と
言
い
だ
し
た
昭
友
管
財

に
対
し
て
、
自
治
会
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
裁
判
に
よ
る
申
立
を
行
い
、
仮
処
分
に
よ
り
、
共
有
地
は
昭
友

管
財
の
自
由
に
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

よ
う
や
く
、
法
人
化
が
成
り
、
不
動
産
登
記
が
で
き
る
受
皿
が
で
き
た
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
、
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

総
会
後
記

・
質
問
の
建
物
は
仮
処
分
を
行
う
以
前
に
個
人
所
有
に
変
更
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

自
治
会
に
属
す
る
土
地
と
は
、
共
有
地
及
び
、
社
員
が
所
有
す
る
土
地
の
事
を
指
し
ま
す
。
従
っ
て
、
社
員
登
録
を
し
て

い
な
い
土
地
は
自
治
会
の
管
理
外
と
な
り
ま
す
。

・
質
問
者
か
ら
の
発
言
に
、
共
有
地
を
市
に
寄
付
し
た
と
言
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
共
有
地
の
一
部
は
私
も
所
有
し
て
い
る
と
の
発
言
は
、
自
治
会
で
は
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
回
答
で
き

ま
せ
ん
。

Q
：
土
地
を
購
入
し
た
と
き
に
支
払
っ
た
「
環
境
整
備
ご
契
約
金
」
は
何
か
教
え
て
欲
し
い
。
こ
れ
ら
が
、
規
約
の
目
的
に
あ
る

東
昭
自
治
会
の
権
利
や
義
務
、
組
織
を
継
承
し
、
の
中
の
基
本
財
産
で
あ
る
と
思
う
。
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
き
た
の
か
、

こ
の
辺
が
基
本
財
産
に
連
動
し
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
、
今
回
の
法
人
化
に
よ
っ
て
、
よ
り
明
確
に
な
り
、
喜
ん
で
い
る
し
、

感
謝
も
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
社
員
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
：（
細
田
議
長
）

環
境
整
備
費
と
は
、
道
路
と
水
道
の
た
め
の
”環
境
整
備
一
時
金
“
で
あ
り
、
水
道
や
道
路
を
使
用
で
き
る
権
利
を
買
っ
た
と

い
う
事
で
す
。
ま
た
、
水
道
・
道
路
を
維
持
管
理
す
る
た
め
に
会
費
を
払
う
こ
と
を
契
約
し
て
い
ま
す
。

Q
：
第
12
条
の
2
で
「
施
設
維
持
権
名
義
人
証
の
権
利
は
失
わ
な
い
」
と
あ
る
が
、
売
却
し
た
ら
権
利
は
失
い
施
設
維
持
権
名
義

人
証
は
返
還
す
る
（
東
昭
自
治
会
で
回
収
す
る
）
の
が
筋
で
は
な
い
か
。

A
：（
細
田
議
長
）

違
い
ま
す
。

Q
：
第
15
条
の
4
に
関
す
る
質
問
で
、
町
営
水
道
を
利
用
す
る
会
員
は
2
6,
0
0
0
円
と
書
い
て
あ
る
が
、
ど
う
い
う
人
が
該
当

し
何
名
い
る
の
か
。

A
：（
細
田
議
長
）

町
営
水
道
を
直
接
引
き
込
ん
だ
社
員
が
対
象
で
あ
る
。
人
数
は
調
べ
な
い
と
判
ら
な
い
。

A
：（
福
田
専
務
理
事
）

直
接
公
共
水
道
を
引
い
て
い
る
人
、
ま
た
は
井
戸
を
掘
っ
た
人
は
現
時
点
で
10
名
で
す
。
管
理
規
約
第
15
条
4
項
に
記
載
し

て
あ
る
土
地
社
員
と
同
額
の
会
費
を
支
払
う
と
い
う
規
定
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

Q
：
第
25
条
の
議
事
録
に
は
、
総
会
議
事
録
の
会
員
へ
の
周
知
の
記
載
が
な
い
。

以
前
の
規
約
の
該
当
条
文
に
は
会
員
へ
の
周
知
（
S
N
S
／
掲
示
板
／
自
治
会
だ
よ
り
で
）
の
記
載
が
あ
っ
た
の
で
記
載
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

A
：（
細
田
議
長
、
福
田
専
務
理
事
）

（
公
告
）
第
6
条
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
活
用
に
よ
る
情
報
伝
達
を
記
載
し
て
い
る
。
管
理
規
約
は
従
来
の
規
約
を
基
に
し

て
今
回
の
規
約
が
作
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
議
事
録
も
当
然
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

総
会
後
記

・
総
会
議
事
録
は
、
法
人
化
に
伴
い
、
一
般
社
団
法
人
法
57
条
に
定
め
る
規
定
を
遵
守
し
ま
す
。
管
理
規
約
に
お
い
て
公
開

方
法
ま
で
規
定
す
る
必
要
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
当
然
な
が
ら
、
従
来
通
り
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
お
い
て
公
告
し
ま
す
。

以
上
の
質
疑
応
答
の
後
に
採
決
に
入
り
、
賛
成
多
数
に
よ
り
第
２
議
案
の
管
理
規
約
改
正
は
承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
問
・
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

Q
：
監
査
役
へ
の
質
問
で
、
工
事
毎
に
相
見
積
り
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
か
。

チ
ェ
ッ
ク
は
し
て
い
る
か
。

A
：（
長
谷
川
48
期
監
査
役
）

確
認
し
て
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
。

以
上
の
質
疑
応
答
の
後
に
採
決
に
入
り
、
賛
成
多
数
に
よ
り
第
３
議
案
の
48
期
事
業
・
収
支
報
告
は
承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
第
１
議
案
代
表
理
事
以
下
全
て
の
理
事
・
監
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
３
月
４
日
、
第
48
期
第
４
回
定
期
理
事
総
会
に
お
い
て
承
認
決
議
さ
れ
た
、

各
候
補
者
の
自
己
紹
介
後
に
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

代
表
理
事
／
会
長
に
は
細
田　

宏
（
神
明
平
）、
専
務
理
事
／

副
会
長
に
は
福
田
和
久
（
箭
松
苑
）、
企
画
理
事
／
副
会
長
に

は
松
川
哲
夫
（
小
深
堀
）、他
合
計
９
名
の
理
事
体
制
と
し
て
、

ま
た
新
た
な
職
務
と
し
て
監
事
に
は
長
谷
川
浩
司
（
青
木
）

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
質
問
や
意
見
は
発
せ

ら
れ
ず
採
決
に
入
り
、
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
・
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
10
名
に
よ
り
、
一
般
社
団
法
人
東
昭
自
治
会

運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
会
第
２
議
案

法
人
化
に
伴
い
管
理
規
約
の一部
を
改
正
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
４
月
３
日
、
東
昭
自
治
会
は
一
般
社
団
法
人
と
し

て
登
録
し
、
法
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
歩
み
出
し
ま
し
た
。

管
理
規
約
の
内
容
は
以
前
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
総
会
で
は
重
要
な
部
分
を
抜
粋
し
、
改
正
案
の
提
案

と
し
ま
し
た
。
改
正
内
容
は
前
号（
１
号
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
会
第
３
議
案
48
期
事
業
・
収
支
報
告
を
承
認
・
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

48
期
報
告
は
、
年
間
事
業
カ
レ
ン
ダ
ー
、
収
支
決
算
表
、
貸

借
対
照
表
に
基
づ
き
説
明
提
案
し
、
最
後
に
前
監
査
役
よ
り

監
査
報
告
を
行
っ
た
後
に
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
提
案
内
容

は
前
号
（
１
号
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＜第１議案＞
理事・監事の選任　採決結果

賛成　539

出席者　32 書面表決　507

反対　6

出席者　1 書面表決　5

＜第２議案＞
管理規約改正　採決結果

賛成　535

出席者　29 書面表決　506

反対　15

出席者　9 書面表決　6

＜第３議案＞
第48期事業・収支報告　採決結果

賛成　543

出席者　35 書面表決　508

反対　4

出席者　0 書面表決　4
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主
な
質
問
・
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

Q
：
予
算
の
中
で
、
町
営
水
道
を
引
込
ん
だ
分
譲
地
の
那
須
町
へ
の
水
道
料
金
の
支
払
い
は

ど
の
科
目
か
。

A
：（
福
田
専
務
理
事
）

那
須
町
へ
の
水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
今
期
3
0
0
万
円
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
科

目
は
一
般
経
費
の
中
で
支
払
い
ま
す
。
支
払
い
の
原
資
は
対
象
と
な
る
分
譲
地
の
専
用
水

道
の
停
止
に
伴
い
、
削
減
す
る
水
質
検
査
費
、
電
気
代
、
濾
材
交
換
費
等
約
３
０
０
万
円
で
賄
う
計
画
と
な
り
ま
す
。

Q
：
管
理
諸
費
が
3
3
0
万
円
と
あ
る
が
、
管
理
諸
費
と
は
ど
の
よ
う
な
科
目
な
の
か
。

A
：（
福
田
専
務
理
事
）

管
理
諸
費
と
は
、
”士
“
が
付
く
人
へ
の
費
用
で
、
税
理
士
、
弁
護
士
、
社
労
士
の
顧
問
料
及
び
手
数
料
で
す
。

Q
：
管
理
諸
費
は
管
理
規
約
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
規
約
に
記
載
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
：（
福
田
専
務
理
事
、
細
田
議
長
）

毎
期
自
治
会
だ
よ
り
及
び
総
会
で
報
告
し
、
承
認
さ
れ
て
い
る
内
容
で
す
。

ご
意
見
は
承
っ
て
お
き
ま
す
。

総
会
後
記

詳
細
科
目
の
管
理
規
定
に
つ
い
て
は
、
法
人
税
法
22
条
4
項
に
規
定
す
る
「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
処
理
の

基
準
」
に
準
拠
し
て
、
会
計
処
理
を
税
理
士
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
規
約
に
お
い
て
会
計
基
準
の
細
則
を
規
定
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
の
質
疑
応
答
の
後
に
採
決
に
入
り
、
賛
成
多
数
に
よ
り
第
４
議
案
の
１
期
事
業
・
収
支
計
画
は
承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
終
了
後
に
女
性
の
社
員
か
ら
『
初
め
て
総
会
に
出
席
し
た
。
き
ち
ん
と
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
安
心
し
た
。
今
後
と
も
宜

し
く
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
理
事
に
女
性
が
い
な
い
の
で
選
ん
で
い
た
だ
き
た
い
』
と
の
ご
発
言
が
あ
り
、
細
田
議
長
よ
り
、『
ぜ
ひ

女
性
に
理
事
会
に
入
っ
て
頂
き
た
く
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
で
も
参
加
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
』
と
返
答
し
ま
し
た
。
最
後
に
出
席

者
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
協
力
に
感
謝
を
述
べ
、
議
長
の
任
を
解
か
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
宣
言
し
、
松
川
副
議
長
か
ら
も
総
会
出
席
者
に

感
謝
を
述
べ
、
第
１
回
定
期
社
員
総
会
を
閉
会
し
た
。

令
和
に
入
っ
て
か
ら
こ
こ
数
年
、
親
世
代
か
ら
引
き
継
い
だ
土
地
社
員
の
方
々
の
な
か
で
「
行
き
も
し

な
い
の
で
、
売
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」「
も
う
、
別
荘
も
建
て
る
気
も
な
い
の
で
誰
か
に
譲
り
た
い
」
等
、

売
却
や
譲
渡
の
相
談
が
多
く
入
っ
て
き
ま
す
。

売
却
に
関
し
て
は
、
残
念
な
が
ら
購
入
を
希
望
す
る
人
が
少
な
く
、
不
動
産
業
者
も
相
手
に
し
て
く
れ

ま
せ
ん
。
価
格
も
つ
か
な
い
の
が
現
況
の
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
土
地
を
引
き
継
い
だ
方
々
は
譲
渡
を
考
え
る
わ
け
で
す
が
い
く
ら
法
人
化
し
た
と
は
い
え
、
自

治
会
が
譲
り
受
け
る
事
は
不
可
能
で
す
。
ど
う
し
て
も
譲
渡
し
た
い
と
い
う
方
々
は
、
次
の
２
点
を
調
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、
国
に
譲
る
こ
と
に
な
る
「
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
」
を
利
用
す
る
も
の
で
す
。
簡
単
に
い

え
ば
、
土
地
の
所
在
す
る
法
務
局
の
本
局
へ
の
相
談
に
始
ま
り
、
申
請
書
類
の
作
成
・
提
出
、
そ
し
て
負

担
金
（
一
筆
20
万
円
が
基
準
）
の
納
付
の
３
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
た
だ
し
、申
請
人
に
は
条
件
が
あ
り
、ま
た
、

そ
の
土
地
に
建
物
が
あ
る
場
合
は
申
請
で
き
ず
、
放
置
車
両
や
樹
木
そ
の
他
の
有
体
物
が
地
上
に
存
す
る

土
地
も
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

次
に
、「
み
ん
な
の
０
円
物
件
」で
す
。
無
償
譲
渡
物
件
の
”不
動
産
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
サ
イ
ト
“の
こ
と
で
、

処
分
に
困
っ
た
人
と
、
そ
れ
を
活
用
し
た
い
人
と
の
橋
渡
し
を
す
る
も
の
で
す
。『
成
約
に
至
る
ま
で
の

対
応
の
サ
ポ
ー
ト
を
有
料
で
お
ま
か
せ
す
る
プ
ラ
ン
も
あ
る
よ
う
で
す
。』

前
述
の
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
と
違
い
、
こ
ち
ら
は
建
物
が
あ
る
物
件
で
も
可
能
で
す
。

譲
渡
に
興
味
の
あ
る
方
は
共
に
ウ
ェ
ブ
で
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
那
須
の
土
地
で
す
が
、
い
ま
、
拙
速
に
売
却
お
よ
び
譲
渡
を
判
断
す
る
時
で
し
ょ
う
か
。

さ
す
が
に
、「
首
都
圏
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
大
震
災
に
備
え
て
」
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
那
須
の
利
便
性

は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
来
盛
ん
と
な
っ
た
”移
住
“に
か
な
り
の
追
い
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
春
、
各
メ
デ
ィ

ア
で
東
京
圏
か
ら
地
方
へ
の
移
住
が
さ
か
ん
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
国
が
移
住
を
今
の
４

倍
と
な
る
年
間
１
万
人
と
す
る
目
標
を
決
め
た
こ
と
。
そ
し
て
、
移
住
を
促
す
支
援
金
を
拡
充
し
”転
職

な
き
移
住
“や
都
市
と
地
方
の
”２
拠
点
居
住
“を
推
進
し
た
結
果
、
教
育
費
や
生
活
費
が
か
さ
む
若
い
子
育

て
世
代
ら
も
対
象
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
移
住
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
活
発

化
し
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

自
治
会
で
も
今
後
、
Ｈ
Ｐ
等
を
利
用
し
て
譲
渡
物
件
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
す
る
予
定
で
い
ま
す
。
い

ま
一
度
、
引
き
継
い
だ
土
地
の
価
値
を
見
つ
め
直
し
、
新
た
な
活
用
法
を
考
え
る
い
い
機
会
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

総
会
第
４
議
案

第
１
期
事
業
・
収
支
計
画
の
承
認
・
議
決
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

１
期
計
画
は
、
年
間
事
業
計
画
３
本
柱
、
収
支
計
画
表
に

基
づ
き
説
明
提
案
し
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

提
案
内
容
は
前
号
（
１
号
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新野鳥苑　道路補修工事：
道路補修は優先順位を決めて事業計画に落とし込みます。

総会風景：
会場ではスライドにより議案説明を行い真剣な審議の上で
議決されました。

おおとり苑のポンプ交換工事：
運転期間32年、絶縁抵抗0.18Ωのポンプもお役御免となりました。

＜第４議案＞
第１期事業・収支計画　採決結果

賛成　539

出席者　31 書面表決　508

反対　5

出席者　1 書面表決　4

特
集

土
地
の
価
値
を
見
つ
め
直
し
、新
た
な
活
用
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
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青
木
分
譲
地
は
県
道
３
６
９
号
線

（
板
室
街
道
）
の
中
間
地
点
に
位
置

し
て
お
り
、
東
に
８
．５
キ
ロ
行
け

ば
黒
磯
駅
、
西
に
９
キ
ロ
行
け
ば
板

室
温
泉
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
で

す
。黒

磯
市
街
地
の
駅
前
周
辺
は
近
年

再
開
発
さ
れ
、
図
書
館
「
み
る
る
」

や
交
流
セ
ン
タ
ー
「
く
る
る
」
周
辺

の
レ
ト
ロ
な
街
に
は
、
お
し
ゃ
れ
な

若
者
た
ち
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。江

戸
時
代
に
は
白
河
と
氏
家
を
結

ぶ
原
街
道
が
黒
磯
市
街
地
を
通
過
し

て
い
ま
し
た
。
廻
米
や
物
資
の
迅
速

な
輸
送
の
た
め
に
会
津
藩
に
よ
っ
て

原
街
道
が
整
備
さ
れ
た
の
で
し
た
。

今
も
黒
磯
駅
前
付
近
に
は
東
北
本
線

に
平
行
に
旧
原
街
道
が
残
っ
て
い
ま

す
。
旧
街
道
沿
い
に
は
有
形
文
化
財

の
高
木
会
館
（
旧
黒
磯
銀
行
本
店
で

現
在
は
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
）
や
黒

磯
神
社
が
あ
り
、
古
い
墓
地
を
通
り

那
珂
川
へ
と
下
っ
て
い
き
、
東
北
本

線
架
橋
下
付
近
を
渡
河
し
て
高
久
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
原
街
道
は
明
治

に
な
っ
て
国
道
４
号
線
へ
と
整
備
さ

れ
て
い
き
ま
す
。（
写
真
①
）

黒
磯
と
那
須
を
つ
な
ぐ
晩
翠
橋
の

那
珂
川
上
流
付
近
に
は
「
河
畔
公
園
」

や
「
鳥
の
目
河
川
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
」
な
ど
の
広
大
な
水
際
公
園

が
あ
り
、
市
民
や
キ
ャ
ン
パ
ー
た
ち

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
②
）

３
６
９
号
線
沿
い
の
人
気
ス
ポ
ッ

ト
と
い
え
ば
、
や
は
り
道
の
駅
「
明

治
の
森
」
で
す
ね
。
青
木
分
譲
地
か

ら
散
歩
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
距
離
の

「
明
治
の
森
」
は
、
地
域
の
特
産
物

や
新
鮮
野
菜
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
青

木
家
那
須
別
邸
や
芝
生
広
場
・
森
・

花
畑
な
ど
、
散
策
や
待
ち
合
わ
せ
な

ど
に
も
便
利
で
多
目
的
な
道
の
駅
で

す
。
現
在
、道
の
駅
店
舗
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
中
で
、
令
和
６
年
10
月

オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。（
写
真
③
）

「
明
治
の
森
」
の
斜
め
向
か
い
に

は
よ
く
整
備
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
場
が

３
面
あ
り
、
週
末
に
は
子
ど
も
た
ち

や
若
い
選
手
た
ち
が
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
サ
ッ

カ
ー
場
の
奥
の
方
に
は
ホ
ー
ス
ガ
ー

デ
ン
も
あ
り
、
乗
馬
練
習
す
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
那
須

野
が
原
な
ら
で
は
の
広
々
と
し
た
風

景
で
す
。（
写
真
④
）

戸
田
交
差
点
付
近
の
旧
戸
田
小
学

校
に
は
「
北
風
と
太
陽
」
と
い
う
レ

ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。
障
害
者
の

就
労
継
続
支
援
事
業
と
し
て
廃
校
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
２
０
１
９
年

４
月
か
ら
、
食
事
と
ア
ー
ト
を
楽
し

め
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
手
頃

な
価
格
で
お
し
ゃ
れ
な
ラ
ン
チ
コ
ー

ス
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ
ー
キ
な
ど
を
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
で
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

戸
田
交
差
点
を
過
ぎ
て
森
を
抜
け

る
と
牧
草
地
が
広
が
り
、
百
村
の
集

落
が
左
前
方
の
百
村
山
の
麓
に
見
え

て
き
ま
す
。
江
戸
時
代
に
会
津
中
街

道
の
宿
場
と
し
て
発
展
し
、

１
６
９
６
年
、
会
津
藩
主
が
参
覲
交

代
の
際
、
会
津
若
松
城
を
出
発
し
た

約
４
０
０
名
が
４
月
６
日
に
宿
泊
し

ま
し
た
。
そ
の
会
津
中
街
道
は

３
６
９
号
線
の
松
原
バ
ス
停
を
横

切
っ
て
、
那
珂
川
沿
い
の
油
井
集
落

に
向
か
っ
て
50
ｍ
ほ
ど
の
段
丘
を
下

り
、
渡
河
し
ま
す
。

再
び
３
６
９
号
線
に
も
ど
っ
て
百

村
か
ら
板
室
方
面
に
向
か
い
、
ト
ン

ネ
ル
を
一
つ
抜
け
る
と
木
の
俣
渓
谷

を
渡
り
ま
す
。
木
の
俣
橋
周
辺
は
木

の
俣
園
地
と
し
て
整
備
さ
れ
、
遊
歩

道
沿
い
に
「
巨
岩
吊
り
橋
」
が
架
け

ら
れ
、
清
流
の
美
し
さ
が
人
々
を
魅

了
し
ま
す
。
４
月
下
旬
ご
ろ
に
は
ニ

リ
ン
ソ
ウ
や
ヤ
マ
ブ
キ
ソ
ウ
な
ど
の

山
野
草
が
群
生
し
て
咲
き
ま
す
が
、

地
元
の
植
物
愛
好
家
に
と
っ
て
は
秘

密
の
花
園
の
よ
う
で
す
。（
写
真
⑤
）

３
６
９
号
線
を
さ
ら
に
奥
へ
と
進

む
と
、
綱
の
湯
な
ど
で
有
名
な
幸
の

湯
温
泉
、
そ
し
て
二
つ
め
の
ト
ン
ネ

ル
を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
、
そ
こ
に
は

秘
境
感
た
だ
よ
う
板
室
温
泉
街
が
現

れ
ま
す
。
バ
ブ
ル
期
に
は
に
ぎ
や
か

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
那
珂
川
渓
谷

沿
い
に
は
営
業
し
て
い
る
温
泉
が
５

軒
ほ
ど
と
蕎
麦
屋
さ
ん
が
１
軒
あ
る

だ
け
で
す
。
そ
こ
か
ら
５
分
ほ
ど
那

須
高
原
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
走
れ
ば
、

乙
女
の
滝
の
た
も
と
に
あ
る
和
食
店

の
「
山
水
」
で
、
那
須
の
自
然
と
味

を
満
喫
で
き
ま
す
。（
写
真
⑥
）

こ
の
よ
う
に
青
木
周
辺
は
、
板
室

や
那
須
・
塩
原
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良

く
、
黒
磯
駅
や
那
須
塩
原
駅
へ
も
ス

ム
ー
ズ
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
高
速

道
路
イ
ン
タ
ー
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
も

近
い
場
所
で
す
。
移
動
手
段
は
公
共

の
バ
ス
も
運
行
し
て
お
り
、
魅
力
満

載
の
広
域
観
光
地
域
だ
と
言
え
ま

す
。　
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私
の
住
む
分
譲
地
紹
介　

第
１
弾　

青
木
分
譲
地
周
辺
紹
介

青
木
に
住
む
社
員
か
ら
の
投
稿
で
す
。今
後
は
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
方
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

＜写真①　会津藩により整備された原街道と有形文化財の
高木会館（旧黒磯銀行）（右）＞

＜写真②　春には桜が満開になる鳥の目河川公園オートキャンプ場＞

＜写真③　明治時代に、ドイツ公使や外務大臣等を務めた青木周蔵が那須別邸
として建てた建造物です。平成11年12月に国重要文化財に指定されました。＞

＜写真④　那須高原にあるサッカー場。人工芝のピッチが２面と天然芝
のピッチが１面ある。＞

＜写真⑤　那珂川の支流木の俣川はまさに清流そのもの。また、渓谷沿いには緑
も多く、春の新緑、秋の紅葉、オオバヤナギ（群生地）も楽しめるスポット。＞

＜写真⑥　板室温泉は那珂川上流の山あいにあります。この温泉は、後冷泉天皇
の時代、平安の康平２年（1059年）３月に、那須三郎宗重が狩りのために山奥に
入り発見したと伝えられています。＞


